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本殿と燈籠鳥居

■地域活動■ まちあるき　建物散策

所在地：吹田市岸部中 4-13-21 
最寄駅：JR「岸辺」駅 下車徒歩 10 分
特別公開：毎月 2 回土曜日 往復ハガキによる抽選
　　　　　（来年度より一般公開予定）
問合せ先：吹田市立博物館　TEL：06-6338-5500
　　　　　〒 564-0001 吹田市岸部北 4-10-1

　5 月 12 日㈯好天に恵まれた。建築士
の会「北摂」主催の見学者 52 名を吹田
市博物館学芸員とボランティアの説明員
が迎えてくれる。見学したのは吹田市岸
部にある登録文化財、近江出身武家の出
である中西家である。当建物は 180 年
前 1826 年文政 9 年、大庄屋屋敷とし
て建立されたものであって約 3000 ㎡の
敷地に建物と庭園がマッチしている。説
明案内した学芸員によるとプロの集団で
ある大阪府建築士会の人達のまず見る目
線が違う。一般には庭から建物を見るが、
さすがプロ集団は主屋の玄関から庭の構
図を見る。内部の説明に対しての質問に
レベルの高さが伺えるとのこと。
　あまりにも高名な儒学者廣瀬旭荘が
1852 年（嘉永 5 年）に中西家を訪問し
た時に「其宅華麗、殆類二候居一」これ

は当家があまりにも気品があって美しく
殆ど他に類がないほど端正であると記し
た褒め称えた貴重な資料が見つかり保存
されている。
　当時の吹田地域の町家ではめずらしい
瓦葺きの主屋は昨年まで丁寧に改装され
お住まいされていた。台所は梁をそのま
ま活かし生活しやすく改装され、土間空
間もリビングとして利用されている。ま
た長屋門に並び、キザラ（木小屋）は長
い白壁が美しい。
　庭園については特別な評価がされてい
ます。長屋門と主屋の間の前庭は庄屋屋
敷としては広い空地にするのが一般です
が、当家は自然の形を利用したものでは
なく 2m 近く人工的に堀下げることによ
り、法面に桜、楓などの樹木を植え、渓
谷の風景を創り出している。（藤川重一）

所在地：東大阪市長田 2-8-18
最寄駅：市営地下鉄長田駅下車 徒歩 10 分
参考資料：長田神社研究会 2007 年・境内掲示板
　　　　　東大阪市教育委員会

　長田村の中央字相生と呼ばれる場所に
鎮座する長田神社には、品陀和気命（応
神天皇）、息長足姫命（神功皇后）、多紀
理毘賣命の三神を祀っており、神社の北
方には、字意伎宮屋敷、弓場と呼ばれる
場所があり、神社が焼失したため現在地
に移されたといわれる。後醍醐天皇の命
で 905 年に編集が開始された法令集で、
延喜式 50 巻中の巻 9・10 の神名帳は
豊作祈願の行事で供物を下賜する 3132
座の神社の一覧に記載されており延喜式
内社といわれる。木造平屋建て、本殿と
拝殿との間に相の間の空間を配置する平
面構成を 1 棟の建物とするため複雑な
屋根を架けた社殿である。拝殿の屋根は
入母屋、平入りで、本殿は流れ造りの屋
根形とし、本殿と拝殿の棟はお互い平行
であり、相の間はこれに直角に架け渡し

て両下げの屋根である。境内には浄土宗
の堂「摂取庵（子安地蔵）」があり、鎌
倉時代末期の木造地蔵菩薩立像（像高
91 ㎝）が安置されており、昭和 49 年

（1974 年）3 月 25 日に東大阪市文化財
保護条例により有形文化財に指定されて
いる。大鳥居には台輪があり台輪鳥居と
いわれる様式で、稲荷神社に多く、稲荷
鳥居とも呼ばれる。二本の柱と貫が木製
で造られ、笠木には屋根が設けられてい
る。宮座行事の名残で 2 年に一度 12 月
20 日前後に注連縄が鳥居にかけられる。
境内の燈籠一対は、高さ約 2.9m、慶応
3 年（1867 年）12 月に建てられた「お
かげ燈籠」があり、伊勢神宮参宮が、ほ
ぼ 60 年おきに遷宮が行われる年の参宮
の記念物であり文化財として大切に守ら
れている。　　　　　　　　（山根富子）
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